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おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

『山口誓子俳句館特別展　〜神宮と山口誓子〜』
山口誓子の初参拝は昭和17年12月。その後、戦後初めて行われた第59回神宮式年遷宮に出仕

心得奉仕者として奉仕し、御木曳行事や宇治橋の渡始式、御白石持行事など数々の神宮行事に

参加しています。

昭和30年代後半からは毎年伊勢志摩のホテルで年を越し、神宮参拝しています。

山口誓子は、なぜ神宮に惹かれていったのか。どのように神宮を参拝したのかを俳句や随筆で

ご紹介します。

初参拝の様子や神宮行事に参加した姿の展示もいたします。

と　き／4月29日（金・祝）～ 5月22日（日）10：00～17：00　

ところ／おかげ横丁「山口誓子俳句館」

山口誓子俳句館とは…
伊勢をこよなく愛し、多くの作品に取り上げ、それによって伊勢を再発見した近代俳句の第一

人者・山口誓子氏の記念館です。

季語の展示のほか、2階では代表句と写真パネル、誓子揮豪による陶器展示、貴重なインタビ

ュー映像がご覧いただけ、山口誓子氏をより深く知っていただけます。

お問い合わせ／おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838
※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、内容の一部または全体を中止する場合があります。

『「朧夜香」を楽しむ』
「照りもせず　曇りもはてぬ　春の夜の　朧月夜に　しくものぞなき」新古今集　 大江千里

（さやかに照るのでもなく、といって全く曇ってしまうのでもない、春の夜のおぼろにかすむ

月の美しさに及ぶものはない）

春の夜に月がほのかに霞んでいる情景が目に浮かんで、日本人の美的情感のきめ細やかさを

感じます。

今回は春の夜に「霞」は真那賀、「花」は羅国、「月」は佐曽羅の香りを聞き、「朧月夜」を楽しみ

ましょう。

香木の種類は7種類、伽羅・羅国・真南蛮・真那賀・佐曽羅・寸門多羅・新伽羅。

産地や最初に渡来した国などから分類したもので、香十徳といって十の徳がもたらされます。

心ときめく香りが誘う空間の中で、心身ともに安らぐ静かなひと時を過ごしてみませんか。

香りで表現された主題を鑑賞し、その世界に遊ぶことが香道の醍醐味なのです。

(筆記用具をお持ちください)

と　き／4月12日（火）18:30～20:30

講　師／東 堯霞（香道御家流三條西宗家直門師範）

参加費／一般 5,900円　会員 5，400円（香莚料・食事代・お菓子代含む）

場　所／五十鈴塾右王舎

『節気菓子』

神宮にもつつじが咲く頃となりました。

山芋あんのきんとんで粒餡を包み、木々の緑と赤いつつじが見せる鮮やかな

色彩を表現しました。

川面に舞った桜が、岸辺に着かず離れず筏のように浮かび、流れにまか

せて漂い続ける、古人も詠んだその風景。

粒餡を包んだ求肥に桜の姿をとどめて、花のなごりに思いをこめました。

神宮では毎年四月、神恩に感謝を捧げ、国民の平安を祈る、春の神楽祭が

行われます。

古式ゆかしく演じられる「胡蝶」の舞の装束を白あんを包んだ羊羹で表現しました。

花　筏

胡蝶の舞

神宮つづじ

はな　いかだ

　こちょう　 まい　　

　じんぐう

山口 誓子（やまぐち せいし）1901～199 4

京都生まれ。俳人。

本名・新比古（ちかひこ）

東大法学部卒。東大の俳句会で活躍し、「ホトトギス」で高浜虚子に見出され、俳壇に

登場する。

昭和 23年　俳詩「天狼」を創刊。

昭和・平成の俳壇をリードし、近代俳句の革新に貢献。

句集「凍港」「激浪」「青銅」など。


